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学校評価中間アンケートの結果について（お知らせ） 

 

残暑の候、保護者の皆様におかれましてはご健勝のこととお喜び申し上げます。日頃は、本校の

教育活動に、格別なご理解とご協力を賜り、誠にありがとうございます。 

さて、７月初旬に本校教育活動を振り返る目的で、Home＆School で学校評価中間アンケートを実

施いたしましたところ、のべ１６４名の皆様より回答をいただきました。ご協力ありがとうござい

ました。結果については、裏面以降にお示しした通りです。 

中間アンケートの結果をもとに、１学期の教育活動について振り返り、２学期以降の教育活動に

生かしていきたいと考えております。引き続き、保護者の皆様のご理解とご協力を賜りますようお

願いいたします。 

 

＜アンケート結果＞ 

 児童対象のアンケートにおいて、15の質問のうち 11 の質問に対し、９割以上の児童が『そう思う』

または『まあそう思う』と肯定的な回答をしています。最も高い肯定率を得た質問は「友だちと仲

良くしていますか」で、97.2％でした。 

 保護者対象のアンケートでも 18 の質問の中で 10 の質問に対し、９割を超える保護者から肯定的

な回答を得ています。最も肯定的な回答を得た質問は「食物アレルギー対応や施設安全管理、緊急

時の対応など、健康・安全を第一として取り組んでいる」で、97.6％でした。 

タブレット端末の活用に関する児童対象のアンケートでは、「タブレットを使った学習は楽しいです

か」という質問に対して 96.2％の肯定的な回答がありました。しかし、「タブレットを使うと、使わない

ときよりも学習がよくわかりますか」という質問には 83.1％が肯定的に回答し、「タブレットを使った学

習は楽しいですか」より 13.1 ポイント低い結果でした。また、保護者向けの質問「本校は、タブレット

端末を効果的に活用し、工夫して授業を行っているか」に対する肯定的な回答は 79.4％でした。これら

の結果から、タブレット端末の効果的な活用が課題であることが明確となりました。今後は、更なるタ

ブレット端末の効果的な活用法を模索していく必要があると考えます。 

児童対象のコミュニケーションスキルに関するアンケートでは、「先生や友だちの話をしっかり聴くこ

とができているか」という質問に対し 96.2％が肯定的な回答を示しています。一方で、「自分の気持ちや

考えを先生や友だちに上手に伝えることができていますか」という質問には 81.6％が肯定的な回答であ

り、話す力が聴く力に比べ 14.6 ポイント低い結果となっています。保護者に対する同様の質問において

も、話す力についての肯定的な回答は 62.2％に留まっています。聴く力同様、話す力を向上させるため

には、岩成っ子タイムだけでなく、授業内での取組も重要だと考えます。授業に話し合い活動やプレゼ

ンテーションの時間を今まで以上に設け、児童の話す技術を育む場を提供していきたいと考えています。 

「１学期を振り返り、児童の健やかな成長や満足度向上に努めていること」に関するアンケート

では、「自己肯定感・自己有用感を育む活動（岩成っ子タイム、なかよし班活動など）」が最も高い

評価を得ました。他の項目でも、同様の評価が得られるよう努めてまいります。 

「１学期を振り返り、改善が必要だと感じること」に関するアンケートでは「児童一人一人を大

切にした学級づくり」が最も多い結果となっています。特に低学年の保護者においては、「基本的な

生活習慣の確立（あいさつ、正しい言葉遣いなど）」が最も多く挙げられています。また、全学年で

「一人一台端末を有効に活用した学習指導」の需要が高いことも分かりました。 

これらの結果を受け、２学期以降の教育活動に生かしていきます。 

 



Ｒ６ 学校評価中間アンケート（児童２１２名回答）

 



Ｒ６ 学校評価中間アンケート（保護者１６４名回答）

 



１学期を振り返り、本校の児童の健やかな成長や満足度向上のために頑張っていると感じること 

 

１学期を振り返り、本校の児童の健やかな成長や満足度向上のために努力や改善が必要だと感じること 

 



１　特別活動

①　教職員共通理解のもと「岩成っ子タイム（SST・SGE）」

が実施されている。（教職員研修・ミニ研修等）

②　「岩成っ子タイム（SST・SGE）」で児童のコミュニケーション力

が育まれるよう活動のめあて、展開、振り返りを工夫している。

③　異学年交流の機会を積極的に設けることにより、児童同士の人間関

係づくりに効果が見られる。（思いやり、リーダーシップ、フォロワー

シップ等）

＜今後の取組に向けて＞

２　学習活動

①　教員同士で、学び合いながら授業改善に取り組んでい

る。

②　一人一台端末を効果的に活用し「個別最適な学び」と「協働的な学

び」の充実を図っている。（キュビナ、ジャムボード、フォーム等）

③　児童の思考力・表現力を育てるために、自力解決の場と学

び合いの場が相互に機能し合う授業展開を工夫している。

＜今後の取組に向けて＞

令和６年度学校評価中間アンケート（教職員）

１－①

・今後も岩成っ子タイムを継続して取り組んでいくことが重要である。現在、教員も児童も取組への基盤が整った段階にあるため、今後はさらに校内研

修を充実させ、他校の実践を参考にしながら、自校の課題や改善点を見つけ、より効果的な活動へと発展させていく必要がある。

１－②

岩成っ子タイムの内容は、より効果的になるよう精選していく必要がある。また、同じ内容を連続して行うのが適切か、それとも学期に一度程度がよい

のかなどについても目の前の児童の実態を考慮し検討しながら実践していくことが必要である。

１－③

・なかよし班活動では、各学年の児童がより明確に役割意識がもてるように工夫改善して行うことが必要である。

・異学年交流時には、児童同士だけでなく、担当教員が積極的に児童と関わって指導支援を行うことで、児童同士や児童と教師との間でより良好な人間

関係が築けると考える。

２－①

・一人一授業公開を現職教育の一環として行っているが、それに加え、教員同士が日常的に互いの授業を見合い、さらなる授業力の向上を目指すことを

行うとよい。

・公開授業者がクラスルームなどで授業のねらいや意図などを共有したり、簡易的な授業の研究協議会を行ったりすることで、より一層授業改善ができ

るのではと感じる。

・１学期の研究授業の検討が不十分であったため、授業の深まりや教員のスキルアップにあまり繋がらなかったと感じている。今後は、学年や低・中・

高学年ごとに指導案を検討したり、授業後の協議会の在り方を工夫したりすることが有効であると考える。

２－②

・教員一人一人が授業での効果的な端末活用について今後も学び続けていく必要がある。

・先進校の公開授業を視察し、学んだことを共有する機会を確保することで、教員一人一人の授業改善に生かしていきたいと考える。

２－③

・単元を通じて児童に何ができるようになるかを授業者が明確にもち、それに基づいて授業計画を立てて展開していくことを継続して行っていきたい。

また、単元の最後に取り組むパフォーマンス課題を効果的に設定し、児童が思考する機会を意図的に組み込むことで、思考力・表現力の向上を図ってい

きたい。
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3　道徳教育

①　「考える道徳」「議論する道徳」の授業が展開できてい

る。（発問の工夫、師範授業や研究授業での研鑽）

②　道徳の時間で学んだことを児童が実践できるようにしている。（朱

書きや声かけなどのフィードバック、児童の現状に合った授業展開等）

＜今後の取組に向けて＞

４　学級経営

①　一人一人の個性の理解ときめ細かな情報交流を通して、児童の成長を支援する

ための合理的配慮を行いつつ、心に寄り添った指導に努めている。（関係機関との

連携、保護者との情報共有、個別の支援、指導計画を通した支援・指導の充実等）

②　ユニバーサルデザインを取り入れた学級づくりに努めている。（仲

間意識を育成するための言葉がけ、SST・SGE、教室の掲示物の精選、

個人の学びやすさを生かした座席等）

③　児童の些細な変化などを見逃さないように、心の天気など客観的な

資料をもとに早期発見・早期対応に努めている。

＜今後の取組に向けて＞

５　健康安全

①　児童の健康を守るための研修を行い、予防策と緊急時

の対応に努めている。

②　児童の安全を守るための防犯・防災対策、施設の安全

管理などを適切に行っている。

＜今後の取組に向けて＞

６　開かれた学校づくり

○　保護者や地域に、学校の様子や教育情報を分かりやす

く発信している。

＜今後の取組に向けて＞

・今後実践を積み重ねながら、よりよい改善策を提案していきたい。

・給食の喫食前のチェックを継続的に行い、食物アレルギー事故の防止に努めていく。

・一部の教員によるホームページの配信だけでなく、ホームページをより充実させるために、学年行事や分掌行事などを多くの教員がアップできるよう

になるとよい。

３－②

・今後も目の前の児童の実態に合わせた道徳の重点目標を意識し、ねらいをもって道徳の授業展開を進めていきたい。

４－①

・個別の支援計画や指導計画が児童の実態に即し、今後もより一層効果的に活用する必要がある。また、児童との関わり方や保護者との連携、学級経

営、学習指導については、担任一人で抱え込まず、組織全体で対応していくことを今後も進めていきたい。
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